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【手続補正書】
【提出日】平成27年12月21日(2015.12.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　カスケードオペレーションが定義されている要素に関連する入力を検出するステップと
、
　前記カスケードオペレーションを前記要素に適用するステップと、
　前記カスケードオペレーションが定義されている、関連ツリー内の前記要素の少なくと
も１つの上位要素に、１つ又は複数のカスケードオペレーションを適用するステップと
　を含む、方法。
【請求項２】
　前記検出するステップは、タッチ入力を検出することを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記検出するステップは、非接触入力を検出することを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記カスケードオペレーションは、少なくとも１つのカスケードスタイルシート（ＣＳ
Ｓ）疑似クラスにより定義されるカスケードオペレーションを備える、請求項１に記載の
方法。
【請求項５】
　前記１つ又は複数のカスケードオペレーションを適用するステップは、時間ベースのパ
ラメータを使用して、前記１つ又は複数のカスケードオペレーションを適用すべき時を確
認することによって実行される、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記１つ又は複数のカスケードオペレーションを適用するステップは、少なくとも時間
ベースのパラメータ以外のパラメータを使用して、前記１つ又は複数のカスケードオペレ
ーションを適用すべき上位要素を確認することによって実行される、請求項１に記載の方
法。
【請求項７】
　前記１つ又は複数のカスケードオペレーションを適用した後に、１つ又は複数の追加の
カスケードオペレーションを追加の上位要素に適用するステップを更に含む、請求項１に
記載の方法。
【請求項８】
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　プロセッサによって実行されると、該プロセッサに、
　カスケードオペレーションが定義されている要素に関連する入力を検出するステップと
、
　前記検出に応答してタイマを開始するステップと、
　前記カスケードオペレーションを前記要素に適用するステップと、
　前記タイマの期限が切れており、かつ前記入力がまだ検出されていることに応答して、
少なくとも１つの更なるカスケードオペレーションを、前記入力が検出された前記要素の
１つ又は複数のそれぞれの上位要素に適用するステップと
　を含む方法を実行させる、コンピュータプログラム。
【請求項９】
　前記検出するステップは、タッチ入力を検出することを含む、請求項８に記載のコンピ
ュータプログラム。
【請求項１０】
　前記カスケードオペレーションは、少なくとも１つのＣＳＳ疑似クラスにより定義され
るカスケードオペレーションを備える、請求項８に記載のコンピュータプログラム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２８】
　セレクタにおけるＣＳＳの：ｈｏｖｅｒ疑似クラスと：ａｃｔｉｖｅ疑似クラスは、セ
レクタによって選択された、ホバリングされている（ポイントがある）か、アクティブ化
されている（例えばクリックされたか、他の方法で指定されている）要素のうちのいずれ
かにフォーマットが適用されるのを許可するか、又はホバリングされているかアクティブ
化されている下位要素を有するのを許可する。この挙動は典型的に、ポインティング手段
（pointing　implement）が、（ディスプレイ画面に接触するか又は近くに近接して置か
れている）ユーザの指、スタイラス、マウス又はナチュラルユーザインタフェースを通じ
て受信される入力のいずれであっても、ホバリング／アクティブ状態を、ポインティング
手段によって指定されている要素から上位ツリーを上へと「トンネリング」することによ
って実装される。したがって、指定された要素の上位ツリー内のいずれの要素も、同じホ
バリング／アクティブ状態において指定された要素であると見なされる。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３１】
　速い対話について、ユーザは、指定された要素に対する迅速な視覚的フィードバックを
見ることとなり、これによりそのタッチ対話が成功であったことを確認する。所定の期間
の後続く長期の対話について、予測されるようにフォーマットの完全な適用を見ることと
なる。
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